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日本の優れた医療のシステムに

情報技術を用いて貢献する

健康長寿社会の実現とdPHR

患者さん自身がデジタルで
自分の検査記録などを管理する

digital Personal Health Record 

dPHR

代表取締役社長 CEO

鈴木 康之

メディカルデータカード株式会社

■ 慶應義塾大学医学部発ベンチャー

■ 2020年9月中部電力の連結子会社

■ 2014年10月創業、東京都新宿区

2

取締役会長 CMO

洪 繁

取締役 CTO

西村 邦裕

（早稲田MBA取得：グローバルマネージメント・
ダイバーシティマネジメント専攻）

（医学博士、慶應義塾大学医学部准教授、
ファウンダー、マーケティングと営業戦略担当）

（工学博士、株式会社テンクー代表取締役社長、
ファウンダー、技術面とシステム担当）
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患者の健康意識の高まりとPHR

自己の健康意識の高い方、
通院中の方などは、
データ連携を希望する
割合が高い

生活習慣データ、健診結果、
既往症、服薬情報、受信履歴、
体質情報などデータ連携を希
望する割合が高い

医療機関、介護施設、薬局、
家族と共有したい割合が高い

https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/chosakekka.pdf 3
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男性

女性

※慶應義塾大学病院産婦人科での利用者が多いため、20代〜40代

の利用者が割合が多くなっている
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出典:民間PHRサービス利用者へのアンケート調査結果等（NTT DATA）

【PHRサービス年代別利用者】

MeDaCaアプリでも中高年層の
利用割合が高い傾向

PHR利用年齢層
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PHR利用年齢層はMeDaCa利用者年齢層と同じ
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MeDaCa PROは個人の健康データを扱う上で強固なセキュリティ体制で安心

出典:民間PHRサービス利用者へのアンケート調査結果等（NTT DATA）

18.4% 47.2%

1位：データ登録のコスト知覚（入力が面倒）

2位：セキュリティ不安(個人情報の漏えいが心配）
3位：ＰＨＲサービスやアプリ同士の連携にかかる手間が面倒

3省2ガイドラインを参照した運用

弊社サービスMeDaCaは、Amazon Web Services（以下「AWS」）をインフラとして採用し、

AWSのベストプラクティスに従ってセキュリティ対策を行っております。

また、日本において医療情報システムの構築・運用を行う上で遵守すべきガイドラインとして、

厚生労働省、総務省、経済産業省の3省が定めた2つのガイドラインがあり、その3省2ガイドラインを

参照して運用を行っております。

医療機関と患者さん間のデータやりとりには、都度、患者さんの明示的な同意を必要としています

PHRサービス利用離脱要因
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PHR利用者が求める安心・安全なセキュリティ体制

動的同意の取得
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患者健康意識の高まりとDX加速による変化
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検査会社から医療機関様、患者さんまでMeDaCaで完結

さらに

患者さんと
検査結果を一画面で共有しながらの
ビデオ通話も

医師側画面 患者側画面
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医療機関と患者さんが連携する事で2つのサービス利用可能

医療機関 患者さん

各種データ送信

患者データ閲覧

患者さんとのコミュニケーションを
より便利にするサービス

自身の医療・健康データを
管理・活用するサービス

患者データに基づいた
医療サービス

本人同意の下に
医療現場で利用可能

MeDaCa PRO のコンセプトと2つのサービス

患者さんの登録は簡単 承認はワンクリック

患者さんのアプリ登録、医療機関に連携申請し承認される事で
2つ(送信・閲覧)のサービスを利用する事が可能

各種データ送信

患者データ閲覧
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ビデオ通話
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システム 8,580円/月

25,750円～/月

初期費用:10万
20,000円/月

コスト

連携する検査会社とMeDaCaが連携する事で一つの仕組みで
検査会社から患者さんまでを繋ぐことが可能

他社システムの違いとコスト

複数検査会社

【患者さん】

A検査会社

検査結果共有
サービスA

検査結果閲覧
サービスB

検査結果共有
サービスA

検査結果閲覧
サービスB

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
C

オンライン
診療アプリ

1pts 4%円/月
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2か月間の無料期間を設定しておりますのでお試し頂ければ幸いです

A検査会社

各社システム 検査データ送信 ビデオ通話 初期費用 月間使用料金

0円 8,580円

0円 25,750円～

100,000円 20,000円

MeDaCaと他社サービスとの費用比較
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MeDaCa アプリ検査結果イメージ（アプリ画面）

血液生化学検査等 各種エコー画像 内視鏡画像 健康診断結果
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MeDaCa アプリの紹介（ビデオ通話）

画面共有のビデオ通話機能

オンラインで患者さんとコミュニケーションがとれます
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医師側画像イメージ 患者側画像イメージ
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患者さんアプリ保存data等を閲覧する事が可能

患者さん保存dataの閲覧情報イメージ

写真機能を利用する事で保存可能

閲覧機能により、過去、最新の検査結果や患者さんの日常dataを
閲覧出来る事により、きめ細かなアプローチが可能
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糖尿病内科での活用事例

「糖尿病レシピ」送信・閲覧
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検査結果/画像/レシピ送信・閲覧による疾患コントロールと
治療モチベーション向上
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産科での活用事例

検査結果/画像送信、密なコミュニケーションによる
安心な出産体験を提供
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その他導入事例/臨床検査会社とのシステム連携実績

導入事例

■慶應義塾大学病院

■独立行政法人国立病院機構 東京医療センター

■藤田医科大学病院

■全国での医療機関 病床数19床以下の診療所

診療科例

提携先 / 臨床検査会社とのシステム連携

 名古屋医師共同組合名古屋臨床検査センター

 株式会社ファルコバイオシステムズ

 株式会社江東微生物研究所

 株式会社福山臨床検査センター

 株式会社シー・アール・シー

 東京セントラルパソロジーラボラトリー

 株式会社メディック岐阜本社

 株式会社四国中検

 株式会社アルプ

 札幌臨床検査センター株式会社

順不同/掲載許可済会社様のみ/2021年10月時点

2021年末に数社連携予定

など

内分泌内科 消化器内科 泌尿器科内科 循環器内科

整形外科 リウマチ科 耳鼻咽喉科産婦人科 乳腺外科

眼科 検診センター小児科 皮膚科

（順不同/2021年6月時点）
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 株式会社京浜予防医学研究所

 株式会社保健科学研究所

 株式会社メディック滋賀本社

 株式会社早川予防衛生研究所

 株式会社セントラル医科学研究所
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個人と医療機関の架け橋

まとめ

はじめてのお医者さんを

はじめからかかりつけ医にする

https://medaca.co/
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